
第
六
十
三
回
（
平
成
二
十
九
年
度
）
江
戸
川
乱
歩
賞
の
お
知
ら
せ 

  

日
本
の
推
理
作
家
へ
の
最
高
の
登
竜
門
・
江
戸
川
乱
歩
賞
（
日
本
推
理
作
家
協
会
主
催
）
は
、
書
き
下
ろ
し

長
編
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
（
三
五
〇
～
五
五
〇
枚
）
を
公
募
し
、
昭
和
三
十
二
年
度
の
仁
木
悦
子
『
猫
は
知
っ
て

い
た
』
以
来
、
昨
年
度
の
佐
藤
究
『
Ｑ
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｑ
』
に
至
る
ま
で
、
大
型
新
人
と
傑
作
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
平
成
四
年
度
か
ら
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
後
援
を
得
て
、
賞
金
一
〇
〇
〇
万
円
を
贈
呈
し
、
作
品
を

同
局
に
て
随
時
映
像
化
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
の
応
募
作
は
三
百
二
十
六
編
の
多
き
に
達
し
て
い
ま
す
。
す

で
に
予
選
は
終
了
、
最
終
候
補
作
五
編
を
選
考
委
員
が
精
読
中
で
、
左
記
の
通
り
選
考
委
員
会
を
開
き
、
今
年

度
の
当
選
作
を
決
定
い
た
し
ま
す
の
で
、
候
補
作
品
名
お
よ
び
作
者
の
略
歴
を
あ
ら
か
じ
め
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

 

平
成
二
十
九
年
五
月
九
日 

講
談
社
文
芸
第
二
出
版
部 

里
村
孝
人 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
３
９
５
―
３
５
０
５ 

 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

３
９
４
４
―
９
１
３
９ 

講
談
社
広
報
室 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
３
９
５
―
３
４
１
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

３
９
４
４
―
９
９
０
８ 

 

【
江
戸
川
乱
歩
賞
概
要
】 

◎
主 

催 

日
本
推
理
作
家
協
会
（
代
表
理
事
・
今
野 

敏
） 

◎
後 

援 

講
談
社
・
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン 

◎
選
考
委
員
会 

 

日
時
／
五
月
十
五
日
（
月
）
午
後
四
時
よ
り 

◎
選
考
委
員 

 
 

有
栖
川
有
栖
、
池
井
戸 

潤
、
今
野 

敏
、
辻
村
深
月
、
湊
か
な
え 

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

◎
正 

賞 

江
戸
川
乱
歩
像 

 

副 

賞 

賞
金
一
〇
〇
〇
万
円 

◎
受
賞
記
者
会
見 

日
時
／
五
月
十
六
日
（
火
）
午
後
二
時
よ
り 

  

【
第
六
十
三
回
の
候
補
作
（
原
稿
受
付
順
・
著
者
敬
称
略
）】 

「
バ
イ
オ
ス
フ
ィ
ア
３
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栁
沼 

庸
介 

「
タ
ン
ポ
ポ
の
種
は
蒔
い
て
は
い
け
な
い
」 

 
 
 

竹
原 

千
尋 

「
夜
の
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
田 

風
太 

「
古
傷
同
志
」 

 
 

 
 

牧
本 

圭
太 

「
ア
ッ
プ
ル
ピ
ッ
キ
ン
グ
」 

 
 
 
 
 
 

光
月 

涼
那 

 


